
 
 

 

 

令和４年３月１１日 

 

ゲノム解析で「オミクロン株ＢＡ．２系統」を確認 

 

令和４年３月９日に結果が判明した新型コロナウイルスゲノム解析において、オミク

ロン株ＢＡ．２系統が４例確認されました。 

そのうち３例については市内居住者の症例です。全員海外渡航歴がないため、市中感

染の可能性もあります。 

 

【これまでのゲノム解析結果】 

市は、令和４年２月２日より新型コロナウイルスゲノム解析を開始し、現在までに６

回実施し、１４１検体を解析しました。３月９日の解析結果で年代別に無作為で抽出し

た、クラスター以外の検体からＢＡ．２系統を確認しました。 

結果判明日 解析検体数 ＢＡ．１系統 ＢＡ．２系統 

３月９日 

（うち、クラスター等以外の検体） 

２４検体 

（１４検体） 

２０検体 

（１０検体） 

４検体 

（４検体） 

 

【今後について】 

 現在、ＢＡ．１系統が主流ですが、今後、ＢＡ．２系統への置き換わりが進むとの推

定が示されています。東京都ではオミクロン株ＢＡ．２の割合が、４月１日に６割～７

割となるというデータも示されています。（出典 厚生労働省「第７４、７５回新型コロ

ナウイルス感染症対策アドバイザリーボード資料」） 

 

オミクロン株ＢＡ．２系統は、ＢＡ．１系統より感染力が強いと言われていますが、

基本的な感染予防対策はこれまでと同じく有効です。これからの年度末、年度初めに向

けて、多くの人の集まる機会が増えることから、引き続き、密を避ける、マスクの適切

な着用、こまめな換気、手洗いなど、これまで以上に感染予防対策の徹底への協力を、

広く市民に呼びかけていきます。 

なお、市内の新型コロナウイルス変異株の流行状況を確認するため、市では引き続き

ゲノム解析による発生動向の監視を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】                  

船橋市新型コロナウイルス感染症対策 保健所本部 

電話 047-409-1898               

 

船橋市からの 

お知らせ 
新型コロナウイルス関連 

オミクロン株ＢＡ．２系統の特徴 

・実効再生産数がＢＡ．１系統より２６％高い 

（デルタ株の実効再生産数と比較。ＢＡ．１系統は 1.99倍。ＢＡ．２系統は 2.51倍。） 

・海外の一部地域でＢＡ．２系統による感染が拡大している 
（出典 厚生労働省「第７５回（３月９日）新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード資料」） 


